
部名称 課名称 事業名称
令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

頁

総務部
警防部

総務課
警防課

消防庁舎維持管理事業 401,272 354,113 1

救急部 救急課
救急ワークステーション

救急体制の拡充整備事業 82,901 82,901 2

警防部 警防課 消防車両等整備事業 336,438 336,438 3

予防部 予防査察課 予防行政の充実事業 2,951 2,951 4

警防部 通信指令課 消防行政統合システム整備事業 367,822 356,530 5

総務部 総務課 消防団一般管理事業 13,573 12,541 6

総務部 総務課 消防庁舎等改修事業 122,972 112,772 7

警防部 警防課 消防水利整備事業 33,233 33,233 8

警防部 警防課 消火栓維持管理事業 138,779 125,914 9

総務部 総務課 消防署所等施設整備事業 40,597 40,597 10

その他事業一覧



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

施設維持管理等委託料

車両等修繕

ゴミ処理手数料等

114,846

145,076

自動車損害保険料・自賠責保険等

施設保守点検・清掃等委託料等

車検・点検・分解整備等

ゴミ処理料・物品検査手数料等6,185

115,800

179,633

5,260

63,348

事業名 消防庁舎維持管理事業

施設光熱水費等

自動車損害保険料等

事業

概要

　　防災拠点である消防庁舎及び消防車両等の点検整備等
を適正に実施し、庁舎設備や車両等を常時有効に運用でき
るように維持管理することにより、災害時等の緊急対応に備
える。

　 管理対象の施設及び車両等の維持管理を行うもの。
【管理対象施設】
　・消防局及び署所　　・消防倉庫、消防訓練場
【管理対象車両（令和2年4月1日現在】
　・消防車両（救急車含む、消防団除く）　144台
　・その他車両　54台　・消防艇　1艇
【内容】
　・自家発電設備や車庫シャッター及び空調機器等の保守点
検
　・はしご車等の保守点検や消防車両の法定点検（車検）
　・施設の光熱水費など

　災害時等の緊急対応に備え、消防庁舎及び消防車両等を
常時有効に運用可能とするために必要な経費を要求する。

使用料及び賃借料

公課費

負担金

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

：
消防局・総務課
　　　　　警防課

401,272

令和2年度予算額

276,944

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

351,575

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

6,876

720

5,779

4,731

56,679

その他

合計 351,575 401,272

関連事業：

その他　特記事項

施設維持管理等委託
車両定期点検等修繕料
施設光熱水費　他

施設維持管理等委託
車両定期点検等修繕料
施設光熱水費　他

スケジュール（経過及び今後展開）

消耗品・燃料

施設維持管理等委託
車両定期点検等修繕料
施設光熱水費　他

　R　～　R

施設光熱水費等

電気使用量等負担金

自動車重量税

22,802

648

18,822

504

4,577

消防用地賃借料等

561

基本計画
　施策番号

　 　5-(1)

1



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・救急ワークステーションを拠点とした
教育体制の充実強化
・まちかど救急ステーション事業の充
実及び普及啓発・情報の精度維持

　R　～　R

会場借上料等

感染性廃棄物処理費用等

571

1,081

596

774

ステッカー及びのぼり購入費用

合計 81,584 82,901

関連事業：

その他　特記事項

・救急ワークステーションを拠点とした教
育体制の充実強化
・まちかど救急ステーション事業の対象
施設を民間施設に拡大
・全国救急隊員シンポジウムの堺市開催

・救急ワークステーションを拠点と
した教育体制の充実強化
・まちかど救急ステーション事業の
充実及び普及啓発・情報の精度維
持

スケジュール（経過及び今後展開）

26,096

20,064

15,684

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

：
消防局・救急課

　救急ワークステーション

82,901

令和2年度予算額

65,078

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

81,584
事業名 救急体制の拡充整備事業

全国救急隊員シンポジウム事業

救急安心センター運営負担金

事業

概要

　救急救命士及び救急隊員の医学的知識・技術を向上させ
るとともに、管内の救急体制をより強固なものにし、市民に質
の高いサービスを提供することを目的とする。

・メディカルコントロール体制の充実強化（救急救命士及び救
急隊員への医師による指示・指導・助言、救急活動の事後検
証、病院実習を含む再教育など）
・救急救命士及び指導救命士の養成
・救急安心センターおおさかの維持、改善ならびに普及促進
・まちかど救急ステーション事業の充実及び普及促進

　救急安心センターのシステム更新に伴い運営負担金が増
額するため、増額要求する。

まちかど救急ステーション事業

廃棄物処理・消耗品等

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

救急ワークステーション運営負担金等

救急活動事後検証等謝礼金

救急救命士養成等

15,454

2,916

人口割・財政規模割等による算出

施設維持管理経費等

救急活動事後検証に伴う医師謝礼金等

救命士養成旅費、負担金等22,165

0

3,174

40,286

15,624

基本計画
　施策番号

2-(2) 　 　

2



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

保険料

公課費

643,950

334 自賠責保険料・自動車損害共済金

自動車重量税285

336,000

153

期間

事業名 消防車両等整備事業

消防車両等整備

事業

概要

　火災・救急・救助等の各種災害事案に迅速・的確に対応す
るため、消防車両等を計画的に更新するとともに、社会情勢
及び災害事象等の変化に合わせた消防車両を増強すること
により消防力の充実強化を図り、市民の安全・安心の確保に
努めることを目的とする。

・長期使用による使用期限が迫っている車両より順次更新を図
るとともに、消防自動車の安全基準に明記されているオーバー
ホール３回目実施推奨時期を超過した長期使用となっている、は
しご付消防自動車の更新を優先的にすすめる。
・走行距離が15万キロを超過している高規格救急自動車の更新
を図る。
・堺市消防機械更新要領に基づく車両等には新長期排出ガス規
制等に適合する低排出ガス車両を積極的に導入し更新してい
く。また、更新にあっては、使いやすい資器材等の導入を検討し
充実を図る。

　緊急車両及びその他車両については、優先順位（1：消防自
動車の安全基準を超過の該当車両、2：救急車両、3：軽四車
両を除くその他車両、4：軽四車両）を付し、更新要求車両の
重要度を明確にした。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

： 消防局・警防課

336,438

令和2年度予算額

329,991

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

645,113

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

829

合計 645,113 336,438

関連事業：

その他　特記事項

はしご付消防自動車１台
はしご水槽付消防ポンプ自動車１台
泡原液搬送車１台
高規格救急自動車３台
燃料補給車１台　ほか

消防車両等整備事業の継
続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

はしご水槽付消防ポンプ自動車１台
水槽付消防ポンプ車１台
消防ポンプ自動車１台
高規格救急自動車３台
軽四査察車１台

　R　～　R

高規格救急自動車等

基本計画
　施策番号

　 　5-(1)

3



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・楽器の修繕及び更新
・正規隊員の入隊促進
・音楽隊員の育成
・効果的な広報活動手法の検討

　R　～　R

臨時音楽隊員・講師

合計 2,612 2,951

関連事業：

その他　特記事項

・楽器の維持管理
・正規隊員の入隊促進
・音楽隊員の育成
・効果的な広報活動手法の検討

・楽器の修繕及び更新
・正規隊員の入隊促進
・音楽隊員の育成
・効果的な広報活動手法の検
証

スケジュール（経過及び今後展開）

127

300

30

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 消防局・予防査察課

2,951

令和2年度予算額

2,266

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

2,612
事業名 予防行政の充実事業

臨時音楽隊員等謝礼金

楽器修繕費

事業

概要

　音楽隊の演奏を通じた消防広報活動により、市民に火災予
防思想等の普及啓発を行い、災害に強い安全・安心な暮らし
の実現を推進するもの。

　小学生のうちから防火防災意識を高めるため、教育委員会
と連携し、6年間で消防局管内全ての小学校児童に対して
「音楽鑑賞と防災のおはなし」を実施している。
　また、消防局における各種行事、地域の自主防災訓練及び
区民まつり等の市各部局の行事に出演し、来場された多くの
市民に対して火災予防や救急、防災に関する啓発を実施し
ている。
　昨年度は年間36回の演奏活動を行い、その集客は約10万
人と多く、一度に数千人への広報が可能である。

　より効果の高い広報活動を実施するため、現在保有する楽
器を適切に維持管理するとともに、正規音楽隊員の育成指
導を実施する。今まで送付していたリーフレット等について、
チラシ等に置き換えることとし、コスト削減を図る。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

臨時音楽隊員保険料

楽器手入れ用具等消耗品費

火災予防パンフレット等印刷費

1,800

355

楽器関連修繕

賠償保険

楽器関連消耗品等

出演時火災予防広報等印刷物63

2,100

553

200

35

基本計画
　施策番号

　 　5-(1)

4



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

通信運搬費

システム改修費

無線基地局移設委託料

84,339

22,842

クライアント端末リース料等

前進基地局アプローチ回線等

システム機能の一部改修等

消防救急無線基地局の移設86,900

142,034

92,470

38,298

8,120

事業名 消防行政統合システム整備事業

保守管理等委託料

システム機器賃借料

事業

概要

　消防行政統合システムのソフトウエア、ハード機器を適正に
保守管理及び更新することにより、システムの常時安定稼働
を確保し、かつ、災害通報受信時において迅速な消防部隊
の出場により現場到着時間の短縮を図るとともに、映像情報
の活用により消防部隊の早期増強体制を構築することで、災
害等による被害の軽減を実現することを目的とする。

　消防行政統合システムは、消防指令管制システム、消防Ｏ
Ａシステム、消防画像伝送システムで構成され、24時間体制
の消防業務を完遂するために常時安定稼働が求められるシ
ステムである。
　この重要なシステムの保守管理を適切に行い、安定稼働を
維持するとともに、一定周期において、ソフトウエアの見直し
と、ハード機器の一部または全部を更新することにより、最新
のＩＣＴ技術を反映させた効率的で信頼性の高いシステムを
担保する。

　令和２年度から運用を開始した新消防行政統合システムの
保守管理、（仮称）堺市総合防災センター運用開始に伴う必
要なシステム改修及び消防救急無線基地局移設などに係る
経費の予算要求を行う。
　なお、新消防行政統合システムの瑕疵担保期間の満了及
び令和３年４月１日からの大阪狭山市消防事務委託に伴う保
守対象機器の増加による増額があるもの。

その他

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 消防局・通信指令課

367,822

令和2年度予算額

1,763,396

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

147,075

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

0

28,962

9,590

合計 147,075 367,822

関連事業：

その他　特記事項

消防行政統合システムの安定稼
働に伴う保守管理を実施するとと
もに、車両の新規配置及び国票
の変更に伴う必要な改修を行う。

消防行政統合システムの安定稼働
に伴う保守管理を実施するとともに、
消防庁舎の移転等に伴い、システム
や消防救急無線の移設対応等を実
施する。

スケジュール（経過及び今後展開）

消防行政統合システムの安定稼働に伴
う保守管理を実施するとともに、令和４年
度の（仮称）堺市総合防災センター運用
開始に伴うシステム改修及び消防救急
無線の基地局移設などを行う。

　R　～　R

システム保守点検等

01,342 謝礼金ほか

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　

5



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

施設等修繕料

災害補償基金負担金

費用弁償

4,193

1,245

消防団員被服、燃料等

施設及び物品修繕

消防団員公務災害補償等共済基金負担金

訓練等費用弁償3,453

3,497

1,245

1,855

1,220

事業名 消防団一般管理事業

消防団員等報酬

消耗品・備品等

事業

概要

・消防団員の災害対応力の更なる向上を図り、地域防災力を
より一層強化する。
・南海トラフ巨大地震や上町断層系地震等の発生が危惧さ
れるなか、大規模災害時に迅速かつ的確に対応するため、
非常時の消防力を確保する。

・消防団員や災害活動支援隊が水火災や大規模災害等に出
場した際の報酬等の支給。
・消防団車両や屯所等の維持管理。
・現場活動資器材や被服等の整備。

・消防団の士気を高め、消防技術の向上を図ることを目的と
して事業を継続するもの。

手数料・保険料等

光熱水費等

消防団用自動車借上料等

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 消防局・総務課

13,573

令和2年度予算額

20,428

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

15,068

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

2,000

343

794

156

4,200

2,008

1,220

各種団体会費等負担金

自動車重量税

合計 15,068 13,573

関連事業：

その他　特記事項

事業の継続実施 事業の継続実施及び消防
操法大会に向けた各種取
組み

スケジュール（経過及び今後展開）

大阪府消防協会負担金

事業の継続実施

自動車重量税

　R３　～　R６

消防団員及び災害活動支援隊員用

バス借上料等

電気、水道

520

490

567

490

348

消防団員定期健康診断料等

797

0

基本計画
　施策番号
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

設計及び監理業務等委託料

消防庁舎整備工事費

13,697

13,420

工事関係図面印刷ほか

工事監理及び工事設計ほか

庁舎改修工事95,800

15,472

11,200

500

事業名 消防庁舎等改修事業

消防庁舎応急修理等修繕料

その他

事業

概要

　消防局や消防署等（分署、出張所及び消防倉庫含む）の庁
舎及び設備を適正に維持するため、計画的に改修工事等を
実施し、防災拠点としての機能強化及び消防活動の効率化
を図る。

　施設設備点検調査結果等に基づき、老朽化した消防署所
等について、計画的に改修等を実施するもの。

　・エレベータ耐震対策工事の実施
　・非常用発電設備の更新
　・空調設備等の庁舎機械設備の更新
　・庁舎の屋上防水改修工事
　・庁舎の外壁改修工事など

　防災拠点としての機能を最大限に発揮するため、経年等に
より老朽化した消防庁舎について、必要な改修を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 消防局総務課

122,972

令和2年度予算額

64,743

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

203,815

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

171,200

5,498

合計 203,815 122,972

関連事業：

その他　特記事項

美原消防署外壁改修ほか工事
消防局地下タンク貯蔵所更新工事
消防局受水槽ほか改修工事設計業務

消防局自家発電設備用燃料タンク改
修工事設計業務

東消防署登美丘出張所外壁
改修ほか工事
堺消防署三国ヶ丘出張所外
壁改修ほか工事設計業務

スケジュール（経過及び今後展開）

美原消防署外壁改修ほか工事
消防局受水槽ほか改修工事
消防局自家発電設備用燃料タンク改修
工事

　R　～　R

消防局及び署所

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・耐震補強調査設計業務
・耐震補強工事
・一斉調査業務

　R　～　R

防火水槽耐震補強工事等に伴う図面等

下水道使用料

5,200

13

5,500

190

経年防火水槽劣化状況調査業務

合計 48,900 33,233

関連事業：

その他　特記事項

・設置工事
・耐震補強調査設計業務
・耐震補強工事
・一斉調査業務

・耐震補強調査設計業務
・耐震補強工事
・一斉調査業務

スケジュール（経過及び今後展開）

24,000

9,200

9,000

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 消防局・警防課

33,233

令和2年度予算額

24,746

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

48,900
事業名 消防水利整備事業

工事関係図面ほか印刷

防火水槽耐震補強工事

事業

概要

　大規模地震発生時等は消火栓が使用不可となることが想
定されるため、物理的要件に影響を受けにくい防火水槽の設
置及び維持管理事業を推進し、有効な消防水利の確保を図
る。

・耐用年数５０年を経過した経年防火水槽の耐震補強工事を
行う。
・経年防火水槽の老朽化対策を講じる判断根拠とするため、
防火水槽の劣化状況等について調査を実施する。

　新規設置事業を一旦凍結させ、喫緊の課題である経年防
火水槽の老朽化対策に注力する。

経年防火水槽一斉調査業務

その他

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

防火水槽耐震補強設計業務

防火水槽応急修理

防火水槽１００ｔ設置工事

60

950

既設防火水槽耐震補強工事

既設防火水槽耐震補強設計業務

防火水槽蓋枠修理等応急修理

耐震性防火水槽設置工事0

70

950

10,000

17,000

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

令和元年度決算額

債務負担行為

146,083消火栓維持負担金

事業名 消火栓維持管理事業

基本計画

事業

概要

　消火活動に必要不可欠である消火栓の適正な設置及び維
持管理を行い、有効な消防水利を確保する。

　　「公設消火栓の設置及び維持管理に関する協定書」に基
づき、上下水道局と協議を行いつつ消火栓の設置、調査及
び修理を実施する。

　前年度と同等の消火栓の設置及び維持管理が見込まれる
ため、前年度当初予算額と同程度の予算を要求する。

： 消防局警防課

138,779

令和2年度予算額

125,913

局・課名

令和3年度要求額

146,083

138,779

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

要求額（千円）

合計 146,083 138,779

関連事業：

その他　特記事項

消火栓の設置及び修理工事 消火栓の設置及び修理工
事

スケジュール（経過及び今後展開）

消火栓の設置及び修理工事

　R　～　R

設置及び維持管理

　施策番号
5-(1) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

用地借上料

その他

25,100

9,213 用地借上

設計図面印刷等206

32,824

7,567

事業名 消防署所等施設整備事業

改修設計等業務

事業

概要

　防災拠点としての機能を最大限に発揮することができる消
防庁舎を建設することにより、消防体制の充実強化を図り、
地域防災力の向上と災害に強いまちづくりを推進する。

　老朽化の著しい消防署所の移転、建替え等を計画的に実
施するもの。
　なお、庁舎建設にあっては、大規模災害発生時等、有事の
際にも消防活動を適切に実施でき、南海トラフ巨大地震等の
発生時における津波被害リスクに対応できる防災拠点施設と
して整備を図るとともに、環境等に配慮した庁舎整備を推進
する。

　堺消防署の移転を推進するため、整備に係る実施設計業
務等を実施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 消防局・総務課

40,597

令和2年度予算額

1,128

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

34,424

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

111

合計 34,424 40,597

関連事業：

その他　特記事項

堺消防署庁舎改修ほか工事
設計業務等の実施

堺消防署庁舎改修工事
北消防署及び臨海分署の
施設整備

スケジュール（経過及び今後展開）

堺消防署庁舎改修ほか工事
設計業務等の実施
北消防署建替検討　ほか

　R　～　R

設計業務、調査業務等

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　
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